
　　　　

2025 年 7 月 1 日

8 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 季節行事（夏祭り、ハローウィン、クリスマス会など）　誕生日会　屋外活動

家族支援
定期的に保護者面談を行い、保護者の方の想いや考えを共有する機会を大切に
するとともに、施設に対する意見も積極的にうかがいます。

移行支援

学校等への情報提供や、相互の見学や相談会を通じてスムーズな移行を支
援します。生活介護への支援の際のケア内容の申し送り等を行います。

地域支援・地域連携
学校、医療機関をはじめとする関係機関との連携を図り、地域全体で支えるこ
とで安心して生活できる環境づくりを行います。

職員の質の向上
施設内外で研修の機会を設けるとともに、年間の研修計画を作成し、継続
的な職員の質の向上に努めます。

支　援　内　容

看護師等による健康状態のアセスメント、医療的ケアを実施し、安心安全にお子さんを預かれる環境を提供するとともに、お子さんや保護者の方とのコミュニケーションを大切にし、
ちょっとしたサインから心身の変化に気が付けるように努め、支援を行います。

機能訓練指導員等による身体機能および精神機能のアセスメントを行い、それに基づいた個別支援計画を作成します。それぞれのお子さんの目標達成のための支援を行うとともに、運動機
能や感覚統合機能の発達促進にも努めます。

本
人
支
援

専門の遊具等を利用し、視覚・聴覚・触覚などの感覚器への刺激を与えることで認知機能の発達を支援します。各種活動の際には、お子さんが意志表現する機会を十分に設定し、気持ちを
伝える、判断をする訓練を行います。

言語的コミュケーションだけではなく、アイコンタクトやジェスチャーなど様々な意思表示の手段を活用し、コミュニケーションの機会を作り、支援を行います。

遊びを通じたコミュニケーションを通して、身近な人との安心感や信頼関係を構築し、それを足場に周囲の人とも安定した関係性を作れるように支援します。事業所内外のイベントを通
し、楽しみながらも社会とのつながりを感じられる場を設定します。

支援方針
●お子さん主体の支援を提供します　●遊びがリハビリになるプログラムを提供します
●安心、安全の運営を行います　●むすびの場所であり続けます

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
「遊びがリハビリ、笑顔が繋ぐむすび」
わたしたちは、お子さん1人ひとりの「できた！」「楽しい！」「やってみたい！」の気持ちを大切し、そこに小さなリハビリの芽をそっと育てていきます。

事業所名 多機能型事業所　むすび 作成日支援プログラム


